
「
こ
れ
ま
で
と
同
じ
仲
間
、
同
じ
学
園
で
す
が
、
新
し
い
歴
史
を
つ
く

る
つ
も
り
で
が
ん
ば
り
ま
す
。」

移
行
式
で
の
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
生
の
言
葉
で
す
。

移
行
に
際
し
て
、
地
域
の
皆
様
か
ら
多
く
の
ご
支
援
を
頂
き
感
謝
申
し

あ
げ
ま
す
。
お
か
げ
で
、
四
月
、
小
中
一
貫
校
か
ら
、
県
内
初
の
義
務
教

育
学
校
へ
と
新
た
な
歩
み
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
年
生
か
ら
九
年
生
が
と
も
に
集
う
。
学
園
最
大
の
強
み
を
活
か
し
、

「
義
務
教
育
九
年
間
の
更
な
る
挑
戦
！
〜
中
期
ブ
ロ
ッ
ク
を
は
じ
め
と
す

る
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
充
実
と
更
な
る
伝
統･

文
化
の
創
造
〜
」
を
目
標
に
掲

げ
、
新
た
な
可
能
性
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

児
童
会
と
生
徒
会
は
、「
学
園
生
会｣

と
し
て
活
動
を
開
始
。
保
健
委

員
会
に
よ
る
「
歯
み
が
き
レ
ン
ジ
ャ
ー
隊
」
は
、
給
食
後
、
前
期
ブ
ロ
ッ

ク
生
の
教
室
で
歯
み
が
き
指
導
。
図
書
委
員
会
は
、
ホ
ー
ル
で
七
夕
の
お

話
会
を
、
体
育
委
員
会
は
「
み
ん
な
で
走
ろ
う
」
を
企
画
な
ど
、
笑
顔
あ

ふ
れ
る
活
動
を
創
り
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
年
間
を
通
し
日
常
的
に
交
流
で
き
る
よ
う
掃
除
や
体
育
祭
な
ど

の
活
動
を「
縦
割
り
班
」に
。
木
曜
日
の
朝
学
習｢

ぐ
ん
ぐ
ん
算
数｣

は「
ぐ

ん
ぐ
ん
八
束
っ
こ
算
数
」と
改
め
、後
期
課
程
生
が
リ
ト
ル
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

と
し
て
参
加
。
学
園
生
同
士
の
支
え
合
い
や
学
び
合
い
を
生
み
出
し
て
い

ま
す
。

隣
接
す
る
や
つ
か
保
育
園
、
そ
し
て
、
複
合
施
設
と
し
て
誕
生
し
た
八

束
公
民
館
の
「
小
さ
な
図
書
館
ふ
ら
っ
と
」。
八
束
っ
子
を
育
む
恵
ま
れ

た
環
境
に
感
謝
し
、
今
ま
で
以
上
に
笑
顔
が
輝
く
元
気
な
学
園
と
な
る
よ

う
挑
戦
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
引
き
続
き
、
お
力
添
え
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

「
新
た
な
歩
み
」

　
松
江
市
立
義
務
教
育
学
校 

八
束
学
園

学
園
長
　
岩
　
田
　
美
登
里
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人権視察研修

四
月
に
大
田
市
を
中
心
と
し
た
島
根
西

部
地
震
︒
七
月
に
は
西
日
本
を
中
心
に
甚

大
な
被
害
が
出
た
西
日
本
豪
雨
な
ど
︑
巨

大
災
害
か
ら
命
と
生
活
を
守
る
た
め
に

は
︑
自
分
た
ち
の
命
は
自
分
た
ち
で
守
る

自
主
防
災
︑
そ
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
根

差
し
て
取
り
組
む
地
域
防
災
な
ど
防
災
力

の
向
上
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て

私
た
ち
に
教
え
て
く
れ
ま
し
た
︒

特
に
︑
地
域
の
防
災
力
を
高
め
て
い
く

た
め
に
は
︑
有
事
の
際
に
手
を
と
り
支
え

合
え
る
近
隣
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
つ
な
が

り
を
よ
り
一
層
強

め
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
︒

ま
ち
づ
く
り
部
で
は
︑
防
災
・
減
災
学

習
の
み
な
ら
ず
生
涯
学
習
講
座
・
人
権
教

育
・
文
化
・
歴
史
講
座
︑
広
報
活
動
︑
環

境
美
化
活
動
な
ど
︑
学
習
を
通
し
て
地
域

の
つ
な
が
り
を
生
み
︑
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

結
束
を
強
め
る
多
様
な
事
業
を
展
開
し
て

い
ま
す
︒
今
年
度
も
み
な
さ
ん
の
積
極
的

な
事
業
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
︒

ま
ち
づ
く
り
部
の
活
動
に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
部
長
　
安
部
　吉
輝

八
束
っ
子
育
成
部
は
︑
子
ど
も
た
ち
の

健
全
な
育
成
を
目
指
し
︑
地
域
の
方
と
の

か
か
わ
り
を
通
し
て
豊
か
な
人
間
性
・
社

会
性
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

体
験
活
動
や
世
代
を
超
え
た
方
と
の
交
流

事
業
を
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
︒

子
ど
も
た
ち
は
︑
毎
日
学
業
や
部
活
動

で
一
生
懸
命
で
あ
り
︑
土
・
日
も
高
学
年

に
限
ら
ず
ス
ポ
少
活
動
等
で
な
か
な
か
公

民
館
活
動
に
参
加
で
き
な
い
の
が
現
状
で

す
が
︑
そ
れ
で
も

子
ど
も
た
ち
が
︑

参
加
し
や
す
い
夏

休
み
や
冬
休
み
な

ど
を
利
用
し
︑
事

業
を
行
っ
て
い

ま
す
︒

昨
年
度
は
︑
昆
虫
と
触
れ
合
う
昆
虫
大

作
戦
や
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
も
楽
し
い
事
業
を
行
う
一
方

で
︑
八
束
町
の
郷
土
料
理
﹁
い
た
だ
き
﹂

を
地
域
の
方
々
と
交
流
を
し
な
が
ら
作

り
︑
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
を
育
む
事
業
も

行
い
ま
し
た
︒

今
年
度
も
昨
年
度
同
様
に
将
来
大
人
に

な
っ
て
か
ら
も
心
に
残
る
事
業
を
展
開
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
︒

八
束
っ
子
育
成
部
の

活
動
を
振
り
返
っ
て

八
束
っ
子
育
成
部
長
　
竹
谷
　昭
徳

「いただき」づくり

そうめん流し

も︑夏

社会見学～大山寺圓流院

防災訓練

寄せ植え教室

そうめん流しそうめん流し

クリスマス会

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
︒

昆虫大作戦

ニ
テ

の
つ
な
が

強が

文化祭

平成 30 年 9 月 （2）八 束 公 民 館



ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
で
は
︑
体
育
協
会
と

連
携
し
て
地
域
の
み
な
さ
ん
が
生
涯
を

通
じ
各
種
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
︑
健
康
で

心
豊
か
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
を
中
心
と
し
た
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
︒
今
ま
で
や
っ
た
こ
と
の
な
い
方

で
も
気
軽
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
も
の

ば
か
り
で
す
の
で
︑
み
な
さ
ん
︑
お
気
軽

に
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
︒

︵
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
関
係
︶

◆
ダ
イ
ヤ
ゾ
ー
ン
ボ
ー
ル
教
室
　

 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
と
同
じ
よ
う
な
ス
テ
ィ
ッ
ク

で
ボ
ー
ル
を
打
ち
︑
ダ
イ
ヤ
ゾ
ー
ン
に
ボ
ー

ル
を
止
め
た
り
︑
ゲ
ー
ト
を
く
ぐ
ら
せ
た

り
す
る
競
技
で

す
︒
七
月
に
第

一
回
を
実
施
し
︑

秋
に
第
二
回
目

を
開
催
予
定
で

す
︒

◆
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
教
室

 

ゴ
ル
フ
に
似
た
ス
ポ
ー
ツ
で
︑
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
簡
単
に
楽
し
め
る
競
技
で
す
︒
八

束
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
隣
の
公
園
で
開
催
予
定

で
す
︒

︵ 

八
束
体
協
競
技
部
が
中
心
と
な
っ
て
行

う
大
会
︶

◆ 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

五
月
十
三
日︵
日
︶
　

雨
天
の
た
め
中
止

◆ 

卓
球
大
会

　

八
月
十
九
日︵
日
︶

◆
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

十
一
月
十
八
日︵
日
︶ 

開
催
予
定

今
年
度
は
︑
二
年
に
一
回
開
催
さ

れ
る
市
民
体
育
祭
﹁
地
区
対
抗
大
運

動
会
﹂
が
︑
十
月
七
日︵
日
︶
に
開
催

さ
れ
ま
す
︒
地
域
の
み
な
さ
ん
の
応

援
・
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
︒

ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
の
活
動
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
萩
原
　
治

健
康
長
寿
部
は
︑
地
域
福
祉
の
向
上
増

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
︑
社
会
福
祉

協
議
会
と
の
共
催
と
し
て
︑
次
の
事
業
を

進
め
て
い
ま
す
︒

●
ふ
れ
あ
い
訪
問
活
動

福
祉
推
進
員
・
民
生
委
員
が
ひ
と
り
暮

ら
し
の
高
齢
者
の
お
宅
を
訪
問
し
︑
声

掛
け
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

●
な
ご
や
か
寄
り
合
い
事
業
﹁
ど
げ
な
会
﹂

高
齢
者
の
生
き
が
い
や
健
康
の
維
持
増

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
︑

各
地
区
で
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
︒

●
健
康
教
室

健
康
に
関
す
る
知
識
の
醸
成
と
︑
そ
の

動
機
付
け
を
目
的
と
し
て
年
四
回
実
施

し
て
い
ま
す
︒

●
ご
だ
っ
し
ゃ
い
ね
お
寺
カ
フ
ェ

住
民
同
士
の
絆
を
深
め
︑
心
の
健
康
を

目
指
そ
う
と
す
る
も
の
で
︑
観
音
寺
を

会
場
に
月
一
回
開
催
し
て
い
ま
す
︒

●
そ
の
他

﹁
敬
老
の
つ
ど
い
﹂・﹁
健
康
福
祉
ま
つ
り
﹂・

﹁
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
﹂﹁
男
の
料
理

教
室
﹂・﹁
そ
ば
打
ち
体
験
﹂・﹁
子
育
て

支
援
事
業
︵
わ
い
わ
い
サ
ロ
ン
︶﹂
な
ど

多
方
面
に
わ
た
る
こ
れ
ら
の
活
動
は
︑

多
く
の
人
々
の
参
画
が
事
業
成
否
の
鍵
と

な
り
ま
す
の
で
︑
多
数
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
︒
事
業
内
容
に
つ
き
ま
し

て
は
︑
み
な
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
沿
う
よ
う

意
見
︑
要
望
を
踏
ま
え
て
改
革
︑
改
善
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
︒

健
康
長
寿
部
の
活
動
に
つ
い
て

健
康
長
寿
部
長
　
門
脇
　
賢

し
て
い
ま
す
︒

努
め
て
ま
い
り
ま
す
︒

はにわロードウォーキング
はにわロードウォーキング
はにわロードウォーキング

まめだ会

り

ゲ

ト
を
く
ぐ
ら
せ
た

で第し
︑目で

市民体育祭卓球大会

しおかぜ駅伝

町民体育祭町民体育祭町民体育祭

町民体育祭

どげな会

努
め
て
ま
い
り
ま
す
︒

健康講座「生活習慣病について」
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平
成
三
十
年
度

八
束
公
民
館

運
営
協
議
会
委
員

会
　
長
　
　
安
　
部
　
敏
　
樹

副
会
長
　
　
安
　
部
　
吉
　
輝

　
〃
　
　
　
竹
　
谷
　
昭
　
徳

委
　
員
　
　
柏
　
木
　
師
　
郎

　
〃
　
　
　
池
　
田
　
　
　
暁

　
〃
　
　
　
渡
　
部
　
卓
　
也

　
〃
　
　
　
松
　
本
　
守
　
也

　
〃
　
　
　
岩
　
田
　
美
登
里

　
〃
　
　
　
松
　
本
　
由
美
子

　
〃
　
　
　
門
　
脇
　
　
　
賢

　
〃
　
　
　
門
　
脇
　
　
　
繁

　
〃
　
　
　
渡
　
部
　
建
　
志

　
〃
　
　
　
渡
　
部
　
耕
　
二

　
〃
　
　
　
渡
　
部
　
天
津
子

　
〃
　
　
　
萩
　
原
　
　
　
治

　
〃
　
　
　
建
　
田
　
浩
　
司

　
〃
　
　
　
武
　
志
　
正
　
美

　
〃
　
　
　
門
　
脇
　
延
　
雄

　
〃
　
　
　
門
　
脇
　
美
喜
子

　
〃
　
　
　
岡
　
　
　
登
　
勇

　
〃
　
　
　
渡
　
部
　
幸
　
子

　
〃
　
　
　
門
　
脇
　
和
　
子

　
〃
　
　
　
井
　
上
　
元
　
太

　
〃
　
　
　
柏
　
木
　
利
　
徳

　
〃
　
　
　
池
　
田
　
　
　
均

監
　
事
　
　
竹
　
谷
　
文
　
雄

　
〃
　
　
　
吉
　
田
　
崇
　
道

顧
　
問
　
　
門
　
脇
　
康
　
雄

　
〃
　
　
　
足
　
立
　
利
　
人

　
八
束
公
民
館
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
地
区
内
の
関

係
機
関
、
団
体
の
代
表
者
等
で
構
成
さ
れ
る
八
束
公

民
館
運
営
協
議
会
を
指
定
管
理
者
と
す
る
指
定
管
理

者
制
度
（
平
成
二
十
二
年
度
よ
り
）
に
よ
り
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
八
束
公
民
館
運
営
協
議
会
は
、
事
業
計
画
、
予
算

お
よ
び
事
業
実
施
、
決
算
等
に
つ
い
て
審
議
決
定
し

ま
す
。
ま
た
、
八
束
公
民
館
の
事
業
を
効
果
的
に
運

営
す
る
た
め
に
四
つ
の
専
門
部
を
置
い
て
い
ま
す
。

　
各
専
門
部
は
、
地
域
課
題
の
解
決
に
む
け
た
公
民

館
事
業
の
企
画
立
案
、
実
施
し
、
住
民
主
体
で
進
め

る
公
民
館
運
営
の
柱
と
し
て
機
能
し
て
い
ま
す
。

八束公民館運営協議会
会　長　安 部　敏 樹（江島）
副会長　安 部　吉 輝（二子）
　〃　　竹 谷　昭 徳（入江）

ま
ち
づ
く
り
部

八
束
っ
子
育
成
部

ス
ポ
ー
ツ
振
興
部

健
康
長
寿
部

まちづくり部
部　長　安部　吉輝（二子）

副部長　池田　　均（遅江）

○まちづくり

○広報活動

○人権教育研修

○成人講座 ･研修

○伝統文化事業の継承

○歴史文化事業

○文化祭

○文化講演会

○防災・地域安全の推進

○サークル活動の推進

○環境美化（市民憲章）活動

八束っ子育成部
部　長　竹谷　昭徳（入江）

副部長　建田　浩司（波入）

○青少年健全育成事業
○子ども安全対策事業
○健全育成事業
○八束子ども広場事業
○読書活動の推進
○ジュニアリーダー研修

八束公民館専門部事業計画

スポーツ振興部
部　長　萩原　　治（入江）

副部長　岡　　登勇（波入）

○体育協会事業
○町民スポーツ大会
○スポーツ教室・講習会

健康長寿部
部　長　門脇　　賢（入江）

副部長　門脇　　繁（遅江）

○地区社会福祉協議会事業
○健康福祉事業

公
民
館
職
員

板
花

太
田

濱
﨑

︵ 

体
育
施
設

担
当
︶

安
部

平成 30 年 9 月 （4）八 束 公 民 館



平成30年度 八束体育施設　予算書

差引残額	 0

差引残額	 250,992 差引残額	 0

差引残額	 0

平成29年度　八束体育施設 決算書
収入の部 （単位 : 円）

費　　目 決算額 説　　　明
市
費指 定 管 理 料 9,980,000 松江市委託料

地
元
費

利用料（体育館） 1,087,830 施設利用実費

利用料（野球場） 609,660 施設利用実費、照明

利用料（多目的） 0 施設利用実費

利用料（テニスコート） 394,240 施設利用実費、照明

雑　　 収　　 入 261,504 利息、自動販売機電気代・使用料、電話使用料

合 計 12,333,234 

収入の部 （単位 : 円）

費　　目 予算額 説　　　明
市
費指 定 管 理 料 9,980,000 松江市委託料

地
元
費

利用料（体育館） 810,000 施設利用実費

利用料（野球場） 784,000 施設利用実費、照明

利用料（多目的） 6,000 施設利用実費

利用料（テニスコート） 350,000 施設利用実費、照明

雑　　 収　　 入 255,200 利息、自動販売機電気代・使用料

合 計 12,185,200 

支出の部 （単位 : 円）

費　　目 決算額 説　　　明
人
件
費給 料 2,968,432 臨時職員1名、パート職員2名、共済費、労働保険料

事
　
　
業
　
　
費

消 耗 品 費 307,259 
申請書、バレーボールネット、ホワイトライン、
スケール、ライン引き、レーキ 他

燃 料 費 59,417 ガス代、ガソリン代

印 刷 製 本 費 10,000 印刷代

通 信 運 搬 費 63,744 電話料金

光 熱 水 費 4,525,708 電気、水道、下水道料金

修 繕 費 259,918 
体育館玄関ガラス修繕、八束総合運動場電
気改修、擁壁修繕、ﾃﾆｽｺｰﾄ浄化槽修理 他

使用料及び賃借料 50,220 マット･モップリース料

保 険 料 159,224 施設保険料

原 材 料 159,840 野球場整備補足土購入

委 託 料 3,331,836 除草業務、昇降機保守、電気保安業務 他

自動販売機電気料 119,652 電気代

自動販売機等設置使用料 141,846 設置使用料

手 数 料 176,138 公用車車検・整備点検、任意保険料

合 計 12,333,234 

支出の部 （単位 : 円）

費　　目 予算額 説　　　明
人
件
費給 料 3,086,000 臨時職員、パート職員、共済費、保険料

事
　
　
業
　
　
費

消 耗 品 費 110,200 事務用品、施設消耗品等

燃 料 費 50,000 ガス代、ガソリン代

印 刷 製 本 費 10,000 印刷代

通 信 運 搬 費 70,000 電話料金、携帯電話料金

光 熱 水 費 4,695,000 電気、水道、下水道料金

修 繕 費 200,000 施設修繕

使用料及び賃借料 52,000 ﾏｯﾄ･ﾓｯﾌﾟﾘｰｽ料

保 険 料 165,000 施設保険料

原 材 料 60,000 土購入代

委 託 料 3,400,000 除草業務、電気保安業務、昇降機保守 他

自動販売機電気料 120,000 電気代

自動販売機等設置使用料 135,000 設置使用料

手 数 料 32,000 公用車(保険料、定期点検料）

合 計 12,185,200  

平成30年度 　八束公民館予算計画書平成29年度　八束公民館精算書
（歳　入） （単位 : 円）

費　　目 精算額 説　　　　明

市
費
指 定 管 理 料 21,129,122 人件費・管理費・事業費

委 託 料 150,000 社会人権教育推進委託料

地
　
元
　
費

公 民 館 費 578,500 1世帯500×1,157戸

寄 付 金 20,000 個人寄付金2件

受 講 料 191,600 講座受講料

使 用 実 費 476,717 会場使用実費・印刷・空調費

雑 収 入 16 預金利息他

繰 越 金 275,411 前年度より

歳　入　総　額 22,821,366

（歳　出） （単位 : 円）

費　　目 精算額 説　　　　明

人 件 費 12,573,315 職員給料・社会保険料等

管 理 費 6,665,219 水熱光費・役務費・委託料・リース料他

管
　
　
理
　
　
費

総 務 部 費 272,926 広報活動・桜ライトアップ事業

青 少 年 部 費 408,687 青少年健全育成・ジュニアキッズ・世代間交流等

文 化 部 費 697,636 文化祭・にんじん学校・伝統文化継承等

市民憲章推進費 151,737 市民憲章推進活動・花づくり・かるた大会等

社会人権教育事業費 249,043 社会人権教育啓発活動

健 康 福 祉 部 費 56,072 男の料理教室等

地 域 活 動 費 100,000 生涯スポーツ教室

読 書 活 動 費 356,469 読書活動推進・施設設備費

研 修 活 動 費 823,270 委員・館長・職員研修参加費等

総 合 補 償 費 216,000 行事傷害補償

予　　備　　費 0

歳　出　総　額 22,570,374

（歳　入） （単位 : 円）

費　　目 予算額 説　　　　明

市
費
指 定 管 理 料 23,610,105 人件費・管理費・事業費

委 託 料 150,000 社会人権教育推進委託料

地
　
元
　
費

公 民 館 費 578,500 1世帯500×1,157戸

寄 付 金 1,000 寄付金

受 講 料 149,000 講座受講料

使 用 実 費 400,000 会場使用実費・印刷・空調費

雑 収 入 403 預金利息他

繰 越 金 250,992 前年度より

歳　入　総　額 25,140,000

（歳　出） （単位 : 円）

費　　目 予算額 説　　　　明

人 件 費 13,122,938 職員給料・社会保険料等

管 理 費 8,550,862 水熱光費・役務費・委託料・リース料他

管
　
　
理
　
　
費

総 務 部 費 200,000 広報活動・桜ライトアップ事業

青 少 年 部 費 455,000 青少年健全育成・ジュニアキッズ・世代間交流等

文 化 部 費 785,000 文化祭・にんじん学校・伝統文化継承等

市民憲章推進費 157,000 市民憲章推進活動・花づくり・かるた大会等

社会人権教育事業費 325,000 社会人権教育啓発活動

健 康 福 祉 部 費 30,000 男の料理教室等

地 域 活 動 費 150,000 サークル推進活動・地域スポーツ啓発

読 書 活 動 費 290,000 読書活動推進・施設設備費

研 修 活 動 費 838,200 委員・館長・職員研修参加費等

総 合 補 償 費 216,000 行事傷害補償

予　　備　　費 20,000

歳　出　総　額 25,140,000

平成 30年 9月（5） 八 束 公 民 館
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平成 30 年 9 月 （6）八 束 公 民 館

前
号
の
特
集
：

第
四
回
座
談
会

『
小
さ
な
図
書
館
ふ
ら
っ
と
』
で
の
、
イ
ラ
ス

ト
レ
ー
タ
ー
わ
た
な
べ
さ
ち
こ
さ
ん
の
言
葉

が
、
と
て
も
印
象
深
く
残
っ
て
い
ま
す
。

「
人
の
心
は
、
生
涯
成
長
し
続
け
る
と
聞
き

ま
す
。
本
は
知
識
だ
け
で
な
く
、
心
を
豊
か

に
す
る
も
の
。
今
は
電
子
書
籍
で
簡
単
に
読

み
た
い
本
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
が
、
や

は
り
本
の
匂
い
と
手
触
り
、
膝
に
の
せ
た
子
ど

も
の
温
も
り
は
、
親
子
で
絵
本
を
読
む
温
か
い

思
い
出
と
し
て
、
心
に
焼
き
つ
い
て
い
ま
す
。」

新
し
い
公
民
館
の
『
小
さ
な
図
書
館
ふ

ら
っ
と
』
は
、
土
曜
日
も
開
放
し
て
い
ま
す
。

ふ
ら
っ
と
寄
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

（
池
）

あ

と

が

き


